
政

令

最
高
裁
規
則

令和年月日 水曜日 第号官 報

畜
産
経
営
の
安
定
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
三
年
十
二
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

政
令
第
三
百
三
十
七
号

畜
産
経
営
の
安
定
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
畜
産
経
営
の
安
定
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三

十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
こ
の

政
令
を
制
定
す
る
。

畜
産
経
営
の
安
定
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十

六
年
政
令
第
三
百
八
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
及
び
次
条
」
を
削
り
、「
も
の
の
数

量
」
の
下
に「（
当
該
乳
業
工
場
で
処
理
又
は
加
工
を
さ
れ

た
後
、
他
の
乳
業
工
場
へ
売
買
に
よ
ら
ず
搬
出
さ
れ
、
当

該
他
の
乳
業
工
場
で
特
定
乳
製
品
に
加
工
さ
れ
た
生
乳
の

数
量
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

第
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
六
条

削
除

第
十
七
条
中
「
、
第
六
条
後
段
」
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
第
五
条
第
二
項
の

規
定
は
、
令
和
四
年
四
月
以
後
の
月
分
の
加
工
原
料
乳

の
数
量
の
算
出
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
年
三
月
以
前
の

月
分
の
加
工
原
料
乳
の
数
量
の
算
出
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

令
和
四
年
三
月
以
前
の
月
分
の
こ
の
政
令
に
よ
る
改

正
前
の
第
六
条
後
段
の
規
定
に
よ
る
数
量
の
通
知
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第

十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
畜
産
経
営
の
安
定
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
百
八
十
七
号
）
の
項
中

「
、
第
六
条
後
段
」
を
削
る
。

総
務
大
臣

金
子

恭
之

農
林
水
産
大
臣

金
子
原
二
郎

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

狂
犬
病
予
防
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
三
年
十
二
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

政
令
第
三
百
三
十
八
号

狂
犬
病
予
防
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
狂
犬
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二

百
四
十
七
号
）
第
四
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の

政
令
を
制
定
す
る
。

狂
犬
病
予
防
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百

三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

市
町
村
長
は
、
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
犬
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
犬
の
登
録
を

消
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

そ
の
犬
又
は
そ
の
犬
の
所
有
者
の
所
在
が
判
明
し

な
い
場
合

二

そ
の
犬
が
本
邦
以
外
の
地
域
に
所
在
す
る
こ
と
が

明
ら
か
な
場
合

三

前
二
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
特
別
の
事
情
が

あ
る
た
め
、
そ
の
犬
の
登
録
を
消
除
す
る
こ
と
が
適

当
で
あ
る
と
認
め
る
場
合

附

則

こ
の
政
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣

後
藤

茂
之

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
三
年
十
二
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

政
令
第
三
百
三
十
九
号

健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
健
康
保
険
法（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）

第
百
六
十
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制

定
す
る
。

健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成

三
十
年
政
令
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

附
則
第
三
条
第
二
項
中
「
平
成
三
十
三
年
三
月
か
ら
平

成
三
十
四
年
二
月
ま
で
」
を
「
令
和
三
年
三
月
か
ら
令
和

五
年
二
月
ま
で
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣

後
藤

茂
之

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

〇
最
高
裁
判
所
規
則
第
三
号

少
年
審
判
規
則
及
び
刑
事
訴
訟
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
二
日

最
高
裁
判
所

少
年
審
判
規
則
及
び
刑
事
訴
訟
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

（
少
年
審
判
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

少
年
審
判
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
最
高
裁
判
所

規
則
第
三
十
三
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
項
第
二
号
中
「
第
三
十
三
条
」
を
「
法

第
三
十
三
条
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
第
二
号
中
「
第

二
十
条
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
」
に
、「
及
び
第
二
十

四
条
の
二
」
を
「
、
第
二
十
四
条
の
二
、
第
六
十
二
条

第
一
項
及
び
第
六
十
四
条
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」

の
下
に
「
及
び
第
六
十
四
条
第
一
項
」
を
加
え
、
同
条

第
二
項
第
二
号
中
「
第
二
十
条
」
を
「
第
二
十
条
第
一

項
及
び
第
六
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
第
十
八
条
、
第
十
九
条
第
二
項

（
第
二
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）、
第
二
十
条
、
第
二
十
三
条
第
一
項
、
第
二
十
四

条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第

三
号
」
に
、「
及
び
第
二
十
七
条
の
二
第
五
項
本
文
」
を

「
、
第
二
十
七
条
の
二
第
五
項
本
文
並
び
に
第
六
十
四

条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
か
ら
第
二
十
条
ま
で
」
を

「
、
第
十
九
条
、
第
二
十
条
第
一
項
」
に
、「
又
は
第
二

十
四
条
第
一
項
」
を
「
、
第
二
十
四
条
第
一
項
、
第
六

十
二
条
第
一
項
又
は
第
六
十
四
条
第
一
項
」に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
二
中
「
又
は
第
二
十
条
」
を
「
、
第

二
十
条
第
一
項
又
は
第
六
十
二
条
第
一
項
」に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
中
「
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。」の
下
に

「
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。」を
加
え
、「
又
は
第
二

十
条
」
を
「
、
第
二
十
条
第
一
項
又
は
第
六
十
二
条
第

一
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
通
知
は
、
観
護
の
措
置
を
と
り
若
し
く
は

こ
れ
を
変
更
し
た
場
合
又
は
法
第
十
七
条
第
一
項
第

二
号
の
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
事
件
に
つ
い
て
法
第

十
九
条
第
二
項
、
第
二
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
六

十
二
条
第
一
項
の
決
定
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
少

年
に
保
護
者
及
び
付
添
人
が
な
い
と
き
は
少
年
の
法

定
代
理
人
、
保
佐
人
、
配
偶
者
、
直
系
の
親
族
及
び

兄
弟
姉
妹
の
う
ち
少
年
の
指
定
す
る
者
一
人
に
、
少

年
に
こ
れ
ら
の
者
が
な
い
と
き
は
少
年
の
申
出
に
よ

り
そ
の
指
定
す
る
者
一
人
に
、
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
通
知
は
、
観
護
の
措
置
を
取
り
消
し
た

場
合
に
お
い
て
、
少
年
に
保
護
者
及
び
付
添
人
が
な

い
と
き
は
、
少
年
の
法
定
代
理
人
、
保
佐
人
、
配
偶

者
、
直
系
の
親
族
及
び
兄
弟
姉
妹
の
う
ち
適
当
と
認

め
る
者
に
、
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
二
条
の
三
中
「
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
」

を
「
法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
の
見
出
し
中
「
第
二
十
条
」
を
「
第
二

十
条
第
一
項
等
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
又
は
第
二
十
条
」
を

「
、
第
二
十
条
第
一
項
又
は
第
六
十
二
条
第
一
項
」
に

改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
少
年
又
は
保
護
者
が
選
任

し
た
」
を
「
法
第
二
十
条
第
一
項
又
は
第
六
十
二
条
第

一
項
の
決
定
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
法
第
十
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
中
「
弁
護
士
法
人
」
の
下
に「（
弁
護
士
・
外
国
法
事

務
弁
護
士
共
同
法
人
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
中
「
又
は
第
二
十
条
」
を

「
、
第
二
十
条
第
一
項
又
は
第
六
十
二
条
第
一
項
」
に

改
め
る
。

第
三
十
五
条
の
見
出
し
及
び
第
三
十
六
条
の
見
出
し

中
「
第
二
十
四
条
」
を
「
第
二
十
四
条
等
」に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
の
見
出
し
中
「
第
二
十
四
条
」
を
「
第

二
十
四
条
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
二
十
四

条
第
一
項
第
一
号
」
の
下
に
「
又
は
第
六
十
四
条
第
一

項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
」を
加
え
、「
同
項
第
三
号
」




		2021-12-21T14:45:03+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	国立印刷局より署名済み




